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北アルプス・上高地における降積雪量分布 

The distribution of snowfall amount and snow depth in Kamikochi, the Northern Japan Alps 
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The spatial distribution of snowfall depth in Kamikochi, a basin-shaped area in the Northern Japan Alps, was examined 

using in-situ measured snow depth and meteorological data from 2014 to 2024. The snowfall depth did not show any clear 

dependence on the elevation across the region. Moreover, the distribution of snowfall varied significantly from year to 

year, and the distribution of snowfall depth fluctuated considerably with each snowfall event. These suggest that winter 

snowfall mechanisms vary from event to event due to pressure patterns and topographic effects. 

 

１．はじめに 

山岳域の積雪は，「天然の白いダム」と呼ばれ

るように，水を固体の状態で地上に貯留し，広く

利用される重要な水資源である． 

平野部における，地球温暖化が降積雪に及ぼす

影響についての研究は多く行われており，平野部

を含む標高 1500 m 未満の地域では，今後の地球

温暖化により，降雪量が現在と比較して顕著に減

少すると予測されている 1)．一方，南北方向への

気温勾配（1°C/118 km）に対し，鉛直方向への気

温勾配（1°C/154 m）は，約 800 倍である 2)ことか

ら，山岳域は気候変動の影響を受けやすく，気候

変動に伴う降積雪量の変動は平野部とは異なる

可能性がある．例えば，イタリア北部の山岳地帯

では，標高 2000 m 以上の地域では冬季の積雪深

の減少傾向は弱く，1-3 月にはわずかな増加傾向

を示す 3)．本研究対象地域である上高地梓川流域

においては，梓川の 5-7 月の流出高の増加傾向は，

降積雪量の増加に起因すると報告されている 4)． 

山岳域での降積雪の増加は，水貯留量や雪氷災

害の増加に寄与する可能性があり，その可能性を

検討するには，現在の山岳域における降積雪量の

分布を知る必要がある．先行研究では，高標高山

岳域である北アルプス・乗鞍岳において，東西斜

面の積雪分布が異なることが明らかになってい

る 5)．しかし，観測機器の設置や維持の難しさか

ら，山岳地域における気象観測が充分に整備され

ておらず 6)，山岳域の谷や盆地における降積雪量

の分布に関する研究は少ない． 

そこで，本研究では，周囲を 3000 m 級の山々

に囲まれた山岳域の盆地状地形である上高地に

おいて，降雪量の空間的分布の有無を明らかにす

ることを目的とする． 

 

２．方法 

本研究は，北アルプス・上高地を対象とした． 

上高地内 5 地点（観測地点名：K-1，K-2，K-3，

K-4，K-5）において，積雪深と気温の観測を行っ

た（図 1）．積雪深はレーザー式積雪深測定装置

（North one，KADEC21-snow）を，気温は自然通

風筒内に設置したサーミスターセンサー（T&D， 

TR-5106）を用い，正時の値をデータロガーに記

録した．解析には，西穂山荘（観測地点名：

Nishiho），蝶ヶ岳ヒュッテ（観測地点名：Chou）

で計測している総合気象観測データも使用した． 

観測機器の詳細については，鈴木・佐々木 6)を参

照されたい． 

解析期間は，2014 年冬季から 2024 年冬季まで

の 11 冬季分とした．ここで冬季とは，前年 11 月

から当年 4 月とする．ただし，観測機器の制約に

より，蝶ヶ岳ヒュッテは 2022 年冬季から 2024 年

冬季のデータを解析に用いた． 

当該日の積雪深は，その日の最大積雪深と定義

し，日降雪深は次のように定義した． 

日降雪深 = ∑ sdi − sdi−1

i=24

i=1

(1) 

ここで，sd は毎時積雪深データ，i は時間を表す．
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風による積雪の再分配などの，降雪以外での積雪

深の増加を除くために，積雪深観測地点 5 地点の

うち，2 地点以上で 3 cm 以上の降雪があった日

を降雪日と定義した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．結果と考察 

解析期間において，2015年冬季は多雪年，2016

年冬季及び 2023 年冬季は少雪年であった． 

標高は，K-1，K-2，K-3，K-4，K-5 の順に高

いが，年最大積雪深及び年累積降雪深の大小は標

高や年に依存した単純なものではなく，全ての観

測地点において経年的な増減傾向はみられなか

った．また，特に 2019 年冬季は，年最大積雪深

及び年累積降雪深とも地点間のばらつきが最も

大きく，K-1 では多雪傾向を示したにも関わらず，

他の地点では少雪傾向を示した． 

次に，日降雪深について考察する．K-1 及び K-

5 は，5 地点の中で最も大きな日降雪深を記録し

た頻度が高いが，その他の地点においても，最も

大きな日降雪深を記録した日があった．また，日

降雪深の空間的分布は，降雪イベント毎に異なっ

ており，例えば他の地点が 3cm 以上の降雪深を

記録しているにも関わらず，降雪深が 0cm を記

録する地点があるイベントが存在した． 

以上から，降雪深の空間的分布は降雪イベント

ごとに大きく変化しており，これは標高などの単

純な要素で説明できないことから，降雪イベント

を気圧配置などで場合分けし，降雪現象を詳細に

考察する必要性が示唆された． 

 

４．結論 

本研究は，北アルプスの盆地状地形である上高

地において，2014 年から 2024 年の冬季の降積雪

深を観測し，その空間的分布の有無を検討した．  

その結果，降雪深の空間的分布に標高の依存性

は見られず，多雪・少雪傾向の分布は年ごとに異

なることが明らかになった．乗鞍岳を対象とした

先行研究 5)においては，山岳稜線の東西の積雪分

布は気圧配置と地形効果によって変動すること

が示唆されており，本研究対象地域においても冬

季の降雪パターンをもたらす気圧配置と地形効

果について，今後検討を行う． 
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図 1 研究対象地域と観測地点 


